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研究成果の概要（和文）：我々は急性の筋傷害モデルとLPS投与による急性炎症モデルを組み合わせることで、筋傷害
をうけた際には、LPSによる炎症性サイトカインの発現が顕著に抑制される事を明らかにした。さらに、筋ジストロフ
ィーモデルマウスを用いた検討においても、同様の結果が得られた。ストレスで誘導されるグルココルチコイドは免疫
抑制作用があるために、これら筋傷害をうけたマウスでは、ストレスの影響で免疫応答が抑制される可能性があったた
め、ストレスマーカーの発現を検討した。その結果、筋傷害とストレスマーカーには相関はなく、我々の仮説「骨格筋
由来の分子が免疫応答を抑制する」を支持した。

研究成果の概要（英文）：In general, moderate exercise enhances immune system. However, hard exercise, 
such as a triathlon, is often accompanied by the impairment of immune system. During the time of immune 
impairment, bacteria or virus are allowed to infect our body easily. In other word, a window is opened 
for a virus by hard exercise. Therefore, this model is referred to as the open window theory. Using acute 
and chronic muscle-injured model, we found that muscle regeneration suppresses LPS-mediated inflammatory 
cytokine expression. We could deny the effect of stress, because stress maker was not increased in these 
models.

研究分野： 幹細胞生物学
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１．研究開始当初の背景 
 
適度な運動は免疫系を活性化するが，過度な
運動は一時的に免疫機能を低下させる．興味
深い結果として Duathlon（5km running, 
40km cycling, 5km running）後のアスリー
トの血清中では IL-17 の増加や好中球の活性
化マーカーの増加が観察されており (Exerc. 
Immunol Rev. 18: 116-27, 2012)，近年「運
動」と「免疫」の関係は非常に注目を集めて
いる．この「運動の激しさ」と「免疫」の関
係は 10 年以上前から提唱されており 
Pederson の Open window theory として知
られている  (J. Sci. Med. in Sport 2(3): 
234-52: 1999)．さらに，筋ジストロフィー患
者では呼吸器感染のリスクが高い事も知ら
れている．これらの事実は，骨格筋組織が壊
れる事で，免疫系に対して抑制的に働く物質
が放出され，免疫能が低下している可能性を
示唆している。しかし、そのような働きを持
つ骨格筋由来免疫抑制分子は明らかになっ
ていない。 

申請者は骨格筋再生の研究をこれ
まで勢力的に行ってきた．一方免疫系の研究
においては，免疫細胞の一種マクロファージ
が筋再生に必須であることや（，神経ペプチ
ドの一つカルシトニン関連ペプチドが皮膚
炎症や自己免疫疾患に生理的に働いている
こと明らかにしてきた.双方の知識と経験を
融合することで、通常は傷害で放出されるも
のは danger 因子として、免疫能を亢進させ
ると考えられるが、筋傷害に関しては全く逆
のセオリーが働いていると期待し、検討を行
った。 
 
２．研究の目的 
 
申請者は，激しい運動をすることで筋組織か
ら免疫抑制物質が遊離し，これが樹状細胞の
機能に影響を与え，免疫機能全体が抑制され
ているのではないかと仮説をたてた． これ
までの骨格筋研究と免疫研究の両方の経
験・知識を統合し，「骨格筋から，免疫機能
を低下させる分子が放出されている」との仮
説を立てた．本申請課題では，この仮説の検
証を行うとともに，正常骨格筋由来の抽出物
と樹状細胞を用いた実験により，筋由来抽出
物から樹状細胞の機能を抑制する分子の単
離・同定を目的とした．本目的が達成されれ
ば，筋ジストロフィー患者や，過度な運動後
の感染予防に役立つと期待できた。 
 
 
３．研究の方法 
 
計画 1: 
C57BL/6 マウスに蛇毒であるカルジオトキシ
ンを投与する群と対照群を準備し、LPS を腹
腔内投与した。その後、経時的に血液を採取
し、炎症性サイトカイン濃度を測定した。 

 
計画 2: 
筋ジストロフィーモデルマウスであるmdxマ
ウスと対照群を準備し、LPS を腹腔内投与し
た。その後、経時的に血液を採取し、炎症性
サイトカイン濃度を測定した。 
 
計画 3: 
In vitro で、樹状細胞が LPS によって産生す
る炎症性サイトカインに対して、骨格筋抽出
物や筋傷害マウス血清が及ぼす影響を検討
した。 
 
４．研究成果 
 
申請者はカルジオトキシンを用いた急性の
筋傷害モデルとリポポリサッカライド 
(LPS)を組み合わせた方法により、筋傷害と
LPS による誘導される炎症性サイトカインの
関連を測定した。その結果、筋傷害を誘導す
ることで、LPS で誘導される血液中炎症性サ
イトカインの量が、顕著に抑制される事を明
らかにした。さらに、筋ジストロフィーモデ
ルマウスである mdx マウスを用いて、同様の
検討を行った場合においても、同様の成果が
得られた。ストレスで誘導されるグルココル
チコイド等は、免疫抑制作用がある事が知ら
れているため、カルジオトキシンモデルでの
グルココルチコイド濃度を測定したが、コン
トロールと違いがなかったため、我々の仮説
通り、筋傷害に伴って遊離された因子が免疫
能に対して抑制的に働く事を実験的に証明
する事ができた。因子同定の為に、骨格筋抽
出物や筋傷害血清が樹状細胞の炎症性サイ
トカイン産生に対する影響を検討した。その
結果、骨格筋抽出物では抑制作用が観察され
たが、血清では効果を観察する事が困難であ
った。また骨格筋抽出物の場合では、極めて
高濃度を用いる必要があった。 
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